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Ｐ2-3組み写真は、棚倉夏まつり、
①～③はそれぞれ、①近津子ども
花火大会②社川子ども花火大会③
高野地区少年少女球技大会の様子
です。

今月の表紙

たなぐら夏まつり
浴衣コンテスト2015

（子どもの部）
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夏 の 余 韻 。 秋 の 気 配 。
　

８
月
、
夏
休
み
の
子
ど
も
達
、

里
帰
り
し
て
き
た
方
々
で
、
町
内

は
い
つ
に
も
増
し
て
に
ぎ
や
か

で
、
夏
ら
し
い
景
色
が
広
が
り
ま

し
た
。

　
８
月
14
日
の
棚
倉
夏
ま
つ
り
を

は
じ
め
、
地
区
の
ま
つ
り
や
花
火

大
会
、
夕
涼
み
会
や
球
技
大
会
な

ど
が
賑
わ
い
を
呼
び
、
大
通
り
に

並
ん
だ
ボ
ン
ボ
リ
、
軒
先
で
焚た

か

れ
た
盆
の
迎
え
火
・
送
り
火
、
大

空
に
な
び
く
七
夕
飾
り
は
夏
の
風

情
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

残
暑
は
ま
だ
ま
だ
続
き
ま
す

が
、
季
節
は
う
つ
ろ
い
、
確
実
に

秋
へ
と
向
か
い
始
め
た
棚
倉
町
。

月
見
や
紅
葉
、
食
欲
に
読
書
の

秋
、
運
動
会
や
発
表
会
、
そ
し
て

秋
祭
り
。
秋
の
楽
し
み
は
尽
き
ま

せ
ん
。

　
こ
の
秋
、
棚
倉
で
一
つ
の
「
歴

史
物
語
」
が
幕
を
開
け
ま
す
。

　

そ
れ
は
、「
復
活
」
の
物
語
。

震
災
か
ら
の
「
復
興
」
を
期
す
今

だ
か
ら
こ
そ
語
り
た
い
、
語
り
継

ぎ
た
い
物
語
で
す
。

�

（
次
項
に
続
く
）

①
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奥
州
棚
倉
藩
評ひ

ょ
う

定じ
ょ
う

関
ヶ
原
合
戦
か
ら
の
復
活

　

そ
れ
は
、
あ
ま
り
語
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
歴
史
。
関
ヶ

原
の
合
戦
の
の
ち
、
復
活
の
地
と
な
っ
た
、
棚
倉
藩
の
物
語
。

　

棚
倉
藩
を
治
め
た
の
は
、
九
家
十
七
代
の
領
主
。
そ
の
中
に

は
、
関
ヶ
原
の
合
戦
で
西
軍
に
参
加
し
、
領
土
を
召
し
上
げ
ら

れ
な
が
ら
も
、
大
名
に
復
活
し
た
二
人
が
い
ま
す
。

　

一
人
は
、
立
花
宗
茂
。

　

戦
国
時
代
に
武
勇
を
誇
り
、
豊
臣
秀
吉
を
し
て
、「
そ
の
忠
義
、
鎮
西
一
。

そ
の
剛
勇
、
ま
た
鎮
西
一
。」（
彼
の
忠
義
も
武
勇
も
九
州
随
一
）
と
言
わ
し
め

た
武
将
で
す
。

　

関
ヶ
原
合
戦
の
の
ち
、
領
地
を
召
し
上
げ
ら
れ
ま
す
が
、
優
秀
さ
ゆ
え
、
徳

川
秀
忠
の
時
代
、
棚
倉
藩
で
大
名
に
復
帰
。
そ
の
後
、
筑
後
柳
川
（
現
在
の
福

岡
県
）
で
十
万
石
の
大
名
と
し
て
返
り
咲
き
ま
し
た
。

立花宗茂「杏葉紋」丹羽長重「違い棒」

　

も
う
一
人
は
丹
羽
長
重
。

　

築
城
の
名
手
、
長
秀
を
父
に
持
ち
、
織
田
家
、
豊
臣
家
に
仕
え
た
彼
も
ま

た
、
関
ヶ
原
で
西
軍
に
寄
し
た
一
人
で
す
。

　

棚
倉
城
を
築
き
、
初
代
城
主
と
な
っ
た
人
で
あ
り
、
白
河
小
峰
城
を
築
い

た
人
で
も
あ
り
ま
す
。
宗
茂
ら
と
と
も
に
将
軍
秀
忠
の
御お

伽と
ぎ

衆し
ゅ
うと

し
て
、
徳

川
の
治
世
を
支
え
ま
し
た
。

　

関
ヶ
原
合
戦
の
の
ち
、
領
土
を
召
し
上
げ
ら
れ
、
そ
の
後

大
名
に
復
活
す
る
物
語
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
復
興
を
期
す

東
北
の
姿
、
そ
し
て
棚
倉
の
姿
と
重
な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

今
だ
か
ら
こ
そ
語
り
た
い
「
復
活
の
地 

棚
倉
藩
の
物
語
」。

十
月
、
物
語
の
幕
が
上
が
り
ま
す
。

－町まるごとミュージアム－

新棚倉藩物語　10月10日㈯開幕
　文化財展も同時開催 10月７日㈬～ 11日㈰

合併60周年記念・平成27年度福島県地域創生総合支援事業
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新棚倉藩物語　催し

「
関
ヶ
原
合
戦

�

～
立
花
宗
茂
・
丹
羽
長
重
」

　
九
州
大
学
大
学
院
教
授

　
　
中
野　
　
等　
先
生

　

福
岡
県
出
身
。
九
州
大
学
大
学
院
博

士
後
期
課
程
中
退
。
柳
川
古
文
書
館
学

芸
員
を
経
て
、
現
在
、
九
州
大
学
大
学

院
教
授
。
戦
国
時
代
の
研
究
者
で
、
著

書
に
『
文
禄
・
慶
長
の
役
』『
秀
吉
の

軍
令
と
大
陸
侵
攻
』
な
ど
多
数
あ
り
ま

す
。

「
武
将
立
花
宗
茂
」

　
歴
史
作
家

　
　
上
田　
秀
人　
先
生

　

大
阪
府
出
身
。
現
在
、
大
阪
府
下
で

歯
科
医
院
を
開
業
。
平
成
９
年
第
20
回

小
説
ク
ラ
ブ
新
人
賞
佳
作
「
身
代
わ
り

吉
右
衛
門
」
で
デ
ビ
ュ
ー
。『
孤
闘
立

花
宗
茂
』
で
中
山
義
秀
文
学
賞
を
受

賞
。
福
島
民
報
に
「
竜
は
動
か
ず　

奥

羽
越
列
藩
同
盟
顛
末
」
を
連
載
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
棚
倉
で
の
講
演
は
２
回
目

で
す
。

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
と
合
併
60
周
年
記

念
の
関
連
事
業
と
し
て
、
奥
州
棚
倉
藩
評
定
―

関
ヶ
原
合
戦
か
ら
の
復
活
―
を
開
催
し
ま
す
。

　
今
回
の
評
定
は
「
棚
倉
藩
の
魅
力
」
を
議
題
と

し
て
、
歴
代
棚
倉
藩
主
の
ご
子
孫
と
ゆ
か
り
の
方

を
招
き
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
歴
史

と
文
化
遺
産
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

「
新
棚
倉
藩
宣
言
」
を
発
表
い
た
し
ま
す
。

　
講
演
で
は
、
立
花
宗
茂
研
究
の
第
一
人
者
で
あ

る
中
野
等
先
生
に
お
話
し
を
い
た
だ
き
ま
す
。
東

北
地
方
で
の
講
演
は
大
変
貴
重
で
す
。

　
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
し
て
熊
本
城
お
も
て
な
し

武
将
隊
か
ら
、
歴
史
を
駆
け
抜
け
た
立
花
宗
茂
、

小
西
行
長
、
島
津
義
弘
が
参
上
し
ま
す
。
人
気
の

あ
る
武
将
に
扮ふ

ん

し
た
演
舞
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま

す
。

※�評定とは、皆で相談して物事を決める
ことで、現在でいえば会議にあたりま
す。小田原評定といった故事成語が有
名です。

　
歴
史
作
家

　
　
上
田　
秀
人　
先
生

　
歴
史
作
家

　
　
簔
輪　
　
諒　
先
生

　

栃
木
県
出
身
。
丹
羽
家
の
敗
者
復
活

劇
を
描
い
た
デ
ビ
ュ
ー
作
『
う
つ
ろ
や

軍
師
』
で
平
成
26
年
第
19
回
歴
史
群
像

大
賞
入
賞
。
棚
倉
で
の
講
演
は
２
回
目

で
す
。

「
熊
本
城
お
も
て
な
し

武
将
隊
に
よ
る
演
舞
」

　
立
花
宗
茂
、
小
西
行
長
、
島
津
義
弘

民
俗
芸
能
上
演

　
福
島
県
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

　
「
八
槻
都
々
古
別
神
社
の
神
楽
」

　

八
槻
都
々
古
別
神
社
に
は
「
七
座
の

神
楽
」
と
「
太
々
神
楽
」
が
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
神
楽
は
毎
年
行
わ
れ
る
霜

月
大
祭
に
拝
殿
で
演
じ
ら
れ
て
い
ま

す
。

＊�

内
容
は
、
変
更
に
な
る
場
合
も

ご
ざ
い
ま
す
。
会
場
で
は
物
産

展
な
ど
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

「
棚
倉
藩
の
魅
力
」

　
棚
倉
藩
の
魅
力
を
、
歴
代
藩
主
の

ご
子
孫
や
ゆ
か
り
の
皆
様
に
、
た
っ

ぷ
り
と
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

出
演
予
定
の
皆
様
（
順
不
同
）

　
立
花
家
ご
当
主

　
　
　
立
花　
宗
鑑　
殿

　
丹
羽
家
ご
当
主

　
　
　
丹
羽　
長
聰　
殿

　
内
藤
家
ご
当
主

　
　
　
内
藤　
信
行　
殿

　
阿
部
家
ご
当
主

　
　
　
阿
部　
正
靖　
殿

　
小
笠
原
家
ご
子
孫

　
　
　
中
川　
和
子　
殿

　
柳
川
立
花
家
史
料
館
館
長

　
　
植
野　
か
お
り　
先
生　
他

「
立
花
宗
茂
公
の
墓
所
」

　
京
都
大
徳
寺
大
慈
院
住
職

　
　
戸
田　
実じ

っ
山さ

ん　
先
生

　

福
岡
県
出
身
。
駒
澤
大
学
仏
教
学
部

卒
業
。
臨
済
宗
大
徳
寺
塔
頭
大
慈
院
住

職
。
大
慈
院
に
は
立
花
宗
茂
公
の
墓
所

が
あ
り
ま
す
。
現
在
、
大
徳
寺
派
総
務

総
長
も
務
め
て
い
ま
す
。

　
指
定
文
化
財
を
展
示
公
開
し
ま

す
。

　
初
公
開
の
指
定
文
化
財
も
多
数

展
示
予
定
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　
生
涯
学
習
課　
☎
33

－

０
１
１
１

講

演

棚
倉
藩
主
ご
子
孫
に
よ
る
評

ひ
ょ
う

定
じ
ょ
う

作
家
お
二
人
に
よ
る
対
談

お
も
て
な
し
・
芸
能

奥州棚倉藩評
ひょう

定
じょう

関ヶ原合戦からの復活

日時　10月10日㈯
　　　　　12:15 ～ 17:15

会場　文化センター
　（倉美館）

入場無料

文 化 財 展
日時　10月７日㈬　　

　　　　～ 10月11日㈰
　　　  10:00 ～ 16:00
　　　　（11日は12:00まで）

会場　文化センター　
（倉美館）
入場無料
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棚
倉
町
の
子
ど
も
達
は
、
３
歳
児
、
６

歳
児
、
12
歳
児
の
統
計
を
見
て
も
、
全
国

平
均
よ
り
、
は
る
か
に
「
む
し
歯
の
あ
る

子
」
の
割
合
が
高
い
現
状
に
あ
り
ま
す
。

　

歯
が
生
え
て
か
ら
２・
３
年
は
、
乳
歯

が
柔
ら
か
く
、
最
も
む
し
歯
に
な
り
や
す

い
時
期
で
す
。
ま
た
、
６
～
12
歳
ご
ろ

は
、
乳
歯
か
ら
永
久
歯
へ
の
生
え
か
わ
り

時
期
で
、
永
久
歯
が
未
発
達
の
た
め
、
む

し
歯
予
防
に
特
に
気
を
付
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
ま
た
、
む
し
歯
が
あ
っ
て
も
、
治
療
せ

ず
放
置
し
て
し
ま
う
子
ど
も
が
多
い
こ
と

も
学
校
で
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

福島県

27.4％

63.4％

52.5％

全　国

17.9％

49.1％

41.5％

棚倉町

41.5％

55.6％

61.8％

３歳児健診

６歳
（小学校１年生）

12歳
（中学校１年生）

（
平
成
25
年
度
母
子
保
健
統
計
・
学
校
保
健
統
計
よ
り
）

【むし歯がある子の割合】

　

一
生
つ
き
あ
っ
て
い
く
歯
。
健
康
な

歯
と
口
腔
（
口
の
中
）
環
境
は
、
美
味

し
く
も
の
を
食
べ
、
人
と
楽
し
く
会
話

を
し
て
い
く
う
え
で
、
と
て
も
大
事
な

存
在
で
す
。

　
実
は
、
子
ど
も

時
代
の
歯
の
環
境

が
、
大
人
に
な
っ

て
か
ら
の
歯
と
の

付
き
合
い
方
に
大

き
く
影
響
す
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

乳
歯
が
む
し
歯
に
な
る
と
、
物
を
う

ま
く
噛
め
ず
、
あ
ご
の
発
達
に
悪
影
響

が
あ
り
ま
す
。
結
果
、
歯
並
び
が
悪
い
、

永
久
歯
が
生
え
な
い
、
か
み
合
わ
せ
が

悪
い
な
ど
、
将
来
に
大
き
な
影
響
を
残

し
か
ね
な
い
の
で
す
。
歯
並
び
が
悪
く

な
る
と
、
歯
磨
き
が
上
手
く
い
か
ず
、

大
人
に
な
っ
て
か
ら
も
む
し
歯
に
な
り

や
す
く
な
り
ま
す
。

　

子
ど
も
の
歯
を
む
し
歯
か
ら
守
る
た

め
に
、
親
が
で
き
る
こ
と
、
気
を
つ
け

て
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
は
何
か
、
一
生
の

財
産
と
な
る
子
ど
も
の
歯
の
健
康
に
つ

い
て
一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
の
む
し
歯
予
防
が

一
生
の
財
産
に

子どもの歯を守れ　むし歯ゼロへの挑戦
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お
子
さ
ん
が
将
来
、
む
し
歯
の
な
い
、

丈
夫
な
歯
で
い
ら
れ
る
た
め
に
、
ご
家
庭

で
次
の
こ
と
に
取
り
組
み
、「
た
な
ぐ

ら
っ
子
む
し
歯
ゼ
ロ
」
を
目
指
し
ま
し
ょ

う
。

　
歯
み
が
き
の
習
慣
づ
け
に
は
、
大
人
と

一
緒
に
み
が
く
、
う
ま
く
み
が
け
た
ら
ほ

め
る
な
ど
、
歯
を
大
切
に
す
る
必
要
性
を

教
え
ま
し
ょ
う
。

　

歯
が
生
え
、
歯
み
が
き
を
始
め
た
ら
、

フ
ッ
素
入
り
歯
み
が
き
粉
の
使
用
も
、
む

し
歯
の
予
防
に
有
効
で
す
。

　
乳
歯
の
む
し
歯
を
放
置
す
る
と
、
永
久

歯
ま
で
影
響
が
出
ま
す
。
む
し
歯
が
見
つ

か
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
歯
医
者
さ
ん
に
か
か

り
ま
し
ょ
う
。

　
子
ど
も
の
歯
み
が
き
後
に
、
親
が
行
う

仕
上
げ
み
が
き
は
、
む
し
歯
の
リ
ス
ク
を

減
ら
す
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

小
学
校
３・
４
年
生
ま
で
は
、
乳
歯
と

永
久
歯
が
混
在
し
、
み
が
き
残
し
が
多
く

な
り
が
ち
で
す
。
特
に
就
寝
前
の
仕
上
げ

み
が
き
は
丁

寧
に
し
ま

し
ょ
う
。

　
「
む
し
歯
菌
」
は
、
糖
分
を
好
み
、
歯

を
溶
か
し
て
む
し
歯
を
つ
く
り
ま
す
。

　
極
力
お
菓
子
や
ジ
ュ
ー
ス
の
買
い
置
き

を
し
な
い
な
ど
、
甘
い
物
を
と
り
す
ぎ
な

い
環
境
づ
く
り
が
大
切
で
す
。

　
家
族
全
員
で
、
か
わ
い
い
お
子
さ
ん
の

歯
の
健
康
た
め
、
協
力
を
し
て
あ
げ
ま

し
ょ
う
。

　
良
く
噛
む
と
「
だ
液
」
が
た
く
さ
ん
出

ま
す
。
だ
液
は
、
む
し
歯
や
歯
周
病
を
防

ぐ
働
き
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
良
く
噛
む
こ
と
で
、
顎
が
し
っ

か
り
と
育
ち
、
歯
並
び
が
よ
く
な
り
ま

す
。
あ
ご
を
育
て
る
に
は
、「
和
食
」
に

多
い
根
菜
類
・
乾
物
・
魚
介
類
・
豆
類
な

ど
を
食
べ
る
と
い
い
で
し
ょ
う
。

保
幼
小
中
が

連
携
し
た
取
り
組
み
を
開
始

　
今
年
度
、
町
で
は
『
む
し
歯
を

な
く
そ
う
大
作
戦
』
と
題
し
て
、

学
校
や
幼
稚
園
、
保
育
園
が
連
携

し
、
子
ど
も
達
の
発
達
段
階
に
あ

わ
せ
た
歯
科
指
導
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

目
標
は
、「
む
し
歯
の
な
い
子

を
増
や
す
」、
そ
し
て
「
む
し
歯

の
治
療
率
を

100
％
に
す
る
」
こ
と

で
す
。

小
さ
な
お
子
さ
ん
へ
の

対
策
強
化

　
町
で
は
昨
年
度
か
ら
、
幼
児
を

対
象
に
、
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
む
し

歯
予
防
に
効
果
的
な
フ
ッ
素
塗
布

を
行
っ
て
い
ま
す
。
フ
ッ
素
塗
布

は
、
１
歳
６
ヶ
月
か
ら
、
６
か
月

お
き
に
、
計
５
回
行
わ
れ
、
歯
み

が
き
と
並
行
し
て
行
う
こ
と
で
、

む
し
歯
予
防
に
効
果
が
あ
り
ま

す
。

控
え
よ
う
「
甘
い
お
菓
子
」「
ダ
ラ
ダ
ラ
食
べ
」

よ
く
噛
ん
で
食
べ
よ
う

食
後
の
歯
み
が
き
を
習
慣
に

む
し
歯
は
早
期
治
療

仕
上
げ
み
が
き
を
忘
れ
ず
に

保健師さんに聞く。保護者が子どもの歯にしてあげられること。

知っていますか　8
はち

0
まる

2
にー

0
まる

運動
　楽しく充実した食生活を送る
ためには、生まれてから亡くな
るまで、健康な歯を保つことが
必要です。
　「80歳で20本以上」「60歳で
24本以上」の歯を目標に、全
国で取組みが進んでいます。

■お問い合わせ
　健康福祉課　健康づくり係
　（保健福祉センター内）
　☎33-7801

写真　�社川幼稚園で今年６月に行われた歯みがき指導の
様子。小学校の養護教諭を招き、２日間にわた
り、「歯の役割」「正しい歯みがき」について指導
をいただきました。

保健師
　籬さん
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平成27年 国勢調査を実施します

○�国勢調査は、平成27年10月１日現在、
日本に住んでいるすべての人及び世帯が
対象です。

○�今回の調査では、先にインターネットで
の回答を受け付け、インターネットで回
答されなかった世帯には、紙の調査票を
配布して、調査を行います。紙の調査票
は、調査員に直接提出いただくか、郵送
でも提出いただけます。

○�調査票に記入していだいた内容は、統計
の目的以外に使用することはありませ
ん。調査票は、外部に漏れないよう厳重
に管理され、集計が完了した後には再生
紙となります。

○�記入していただく項目は、氏名、男女の
別、出生の年月、従業地・通学地など
17項目です。

○�調査結果は、高齢者の介護・医療・若者
の雇用対策、児童福祉、地域の活性化な
ど、私たちの暮らしのさまざまな分野で
役立てられる基礎データになります。

国 勢 調 査 の 流 れ
インターネット回答用ＩＤ等を世帯に配布

9月10日㈭～ 12日㈯

パソコンやスマホから
インターネット回答

９月10日㈭～ 20日㈰

回答完了

■お問い合わせ
　企画情報課
　情報管理係
　☎33-2112

「平成27年福島県国勢調査クイズ」
　県統計協会及び県では、国勢調査に関心を
もっていただくため、平成27年福島県国勢調
査クイズを実施します。
　次の３問全ての正解者の中から、豪華賞品が
総勢145名様に当たります。詳しくは福島県の
ホームページをご覧ください。
クイズ

第１問：�国勢調査は○○月１日時点の状況を調
査する。

　　⇒　①１０　②１１　③１２
第２問：�国勢調査のイメージキャラクターは

「○○○○くん」である。
　　⇒  �①センサス　②コクセイ　③キビタン
第３問：�国勢調査調査票の一番最初の質問項目

は「○○○の数」である。
　　⇒  ①世帯員　②調査員　③就業者

商品　Ａ賞：県産品（２万円相当）５名　
　　　Ｂ賞：�ふくしまの米　味くらべセット（5,000円相当）20名
　　　Ｃ賞：�5,000円の宿泊券（県内300施設で利用可）20名
　　　ラッキー賞：500円の図書カード　100名

応募資格　�福島県民（福島県にお住まいの方又
は福島県に住民票がある方）

応募期間　平成27年９月10日㈭
　　　　　　～平成27年10月12日㈪
応募方法
　�①クイズの答え(番号で回答) ②郵便番号
　③�住所（県外在住の方は県内の住民票上の住

所を併記）④氏名 ⑤年齢 ⑥性別 ⑦職業 
　⑧�電話番号⑨国勢調査の回答方法(調査票又

はインターネット) ⑩希望する賞品(Ａ賞
～Ｃ賞)を明記の上、はがき又はホーム
ページからご応募ください。

■応募・お問い合わせ先
　〒960-8043
　福島市中町８－２ 自治会館６階 福島県統計課内
　福島県統計協会　福島県国勢調査クイズ　係
　☎024-521-7143
　ホームページ　ふくしま情報統計ＢＯＸ で 検索

豪華賞品を当てよう

調査票を配布
9月26日㈯～ 30日㈬

調査員又は郵送提出
10月１日㈭～７日㈬

回答完了

インターネット
回答のなかった

世帯のみ
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米の全量全袋検査を実施します

　福島県では県産米のより一層の信頼向上と安
全・安心確保のため、平成27年産米について
も、全量全袋検査を実施します。出荷する米を
はじめ、直接販売する米、自分で食べる米、親
戚へ贈答する米など、すべての米が対象となり
ます。
　棚倉町で今秋収穫された米について、出荷業
者等を通じ、９月14日から順次検査を実施し
ますので、ご協力をお願いいたします。
　検査料は無料です。

自己保有米・縁故米・自分で販売する米などの検査方法

米の全量全袋検査の流れ

■お問い合わせ　棚倉町地域の恵み安全対策協議会事務局（棚倉町役場　商工農林課内）　☎33-2113

○集荷業者に検査を委託する方法
　出荷業者が検査を代行しますので、各業者へ
お申し込みください。
　普段、業者と取引がない方でも検査を受ける
ことができますので、お気軽にお申し込みくだ
さい。集荷業者に委託した場合、検査後、業者
が自宅へ返却します。

○個人搬入する方法
　自己保有米等は、検査場に直接搬入できます
が、一日100袋までを限度とさせていただき、
検査終了後に、米を持ち帰りいただきます。
　運搬には、パレット等をぜひご利用くださ
い。

集荷業者
　ＪＡ中部営農センター　☎0248-32-3511
　石安米肥店　☎33-3401
　東白商事㈱　☎43-1131
　金澤誠米肥店　☎43-1000

１ バーコードラベルを
　　指定の場所に貼る

２ 検査場へ搬入

３ 検査

４ 出荷・販売・譲渡

注意事項
・30㎏未満の米袋は、町の簡易測定器で検査いたします。
・�福島県内において「米の作付をしない」としていた農
業者が、適切な管理を行わなかった農地において米を
生産し、基準値を超過する放射性物質が検出される事
例が発生しました。全量全袋検査を受けていない米は、
絶対に出荷、譲渡、自家用消費をしないでください。

・�平成27年産米のバーコードラベルは「オレンジ色」で
す。古いバーコードラベルは使用しないでください。

検査の受付時間
　月～金曜日　午前８時30分～午前９時30分
　土日・祝日　午前８時30分～正午
　　�上記の時間以外での検査の受付は行いま

せんので注意してください。
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あなたの自慢の一品を棚倉町ブランドに

募集期間　平成27年９月10日㈭
　　　　　～平成27年10月30日㈮（当日必着）
応募方法
・�申請書に必要事項を記入の上、郵送または直

接事務局へ提出してください。
・�申請書、募集要項、認証制度実施要綱は、商

工農林課窓口での受取又は、棚倉町ホーム
ページからダウンロードできます。

認証の方法
　棚倉町ブランド認証審査委員会において審査
し、認証します。
審査結果の発表
　審査結果は、申請者本人に直接通知します。

　町の公式ホームページが、９月１日にリニューア
ルしました。
　「町民向けのお知らせ」、「町外向けの観光情報」、

「町の施策に関する情報」の３つに情報が分類され、
情報が探しやすく、見やすくなりました。
　ページ上部には、いつでも情報を探せる「検索用
の小窓」が用意されています。
※�リニューアルに伴い、個別ページのURLが変更にな

ります（トップページは従来どおり）。ブックマーク
やリンクを設定している方は変更ください。

■お問い合わせ　企画情報課　企画係　☎33-2112
　URL http://www.town.tanagura.fukushima.jp/

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

カ
メ
カ
メ
運
動
実
施
中

　７月末、町内で役場職員や銀行の委託業
者を名乗り、お金を振り込ませる詐欺事件
が発生しました。お金の話や個人情報の流
出を語る電話には十分注意し、不審な電話
があった場合は、棚倉警察署にご相談くだ
さい。
■相談先　棚倉警察署　☎33-0110

制
作　
東
白
川
防
犯
協
会
連
合
会
・
棚
倉
警
察
署

認証の基準
⑴�棚倉町の土地または資源を活用し、棚倉町民

の手によって作られ、安心・安全な産品であ
ること（棚倉町民には棚倉町内に本・支店を
有する法人・団体も含む。）。

⑵�当該産品に関する表示等の基準が満たされて
いること。

⑶�消費者との信頼関係の構築に不可欠の消費者
からの問い合わせへの対応や情報の提供体制
づくりに努力していること。

⑷�農薬・化学肥料の低減に努力していること、
及び加工品に関しては、食品添加物の使用を
低減し、自然な素材を活かして健康に留意し
た生産がなされていること。

⑸�環境に配慮した生産活動がなされていること。

　棚倉町で生産された優れた産品を　「棚倉町ブランド」として認証
し、県内外に情報発信することにより、認知度の向上、イメージアッ
プ、消費拡大、風評被害払拭を目的として、農作物、物産品を募集し
ます。

棚倉町ブランド認証品募集

　応募・
　問い合わせ先

〒963-6192　福島県東白川郡棚倉町大字棚倉字中居野33
棚倉町農作物・物産品ブランド化推進協議会事務局（棚倉町役場商工農林課内）
☎ 0247-33-2113　Fax 0247-33-3715


